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註・引用文献・図版典拠について
　本文中の注記箇所には「註１」のように肩付き文字で表し、文末にまとめて記す註1。本文中の引用箇所には「1）」のように片括弧付きの肩付き文字で表し、文末にまとめて記す。註・引用文献・図版典拠の見出しはゴシック（英文：サンセリフ）、本文は明朝（英文：ローマン）とし、サイズは8ptとする註2。
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註
註1　○○については○○である。鈴木 2014, ○〇-○○頁を参照。
註2　○○については○○である。
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